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全患連が
統一行動

医
療
費
抑
制
や
め
よ

厚
生
省
推
進
本
部
に
要
請

　

だ
ト
八
即
・
啓
１
　
算
編
成
作
麗
が
す

す
む
巾
で
臥
原
費
の
抑
例
が
址
爪
｛

課
胆
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
企
患
連
で
は
第
八
回
大
会
で
の

討
廠
と
特
別
決
廠
に
も
と
づ
い
て
１
　

一
Ｕ
ト
．
．
‐
、
厚
生
省
交
沁
を
行
い

ま
し
ぺ

　

交
渉
に
は
全
心
辿
か
ら
し
人
の
代

衣
が
参
加
。
厚
生
省
か
ら
は
十
月
一

日
発
足
し
た
。
国
民
医
療
費
適
正
化

総
乙
‥
対
策
推
進
本
部
」
の
大
臣
官
。
房

収
策
鰍
の
・
課
長
補
佐
ら
二
人
が
応
対

厚生省大臣官房政策課課長補佐⑥に要請する全患連ｲ戈表酋

し
ま
し
侃

　

交
渉
で
は
全
心
巡
か
ら
統
ご
ガ
ポ

と
大
会
で
の
特
別
決
議
を
提
出
し
、

飛
進
本
部
設
置
の
経
過
を
質
す
と
と

も
に
、
脱
脂
價
迎
払
い
制
の
採
用
、

人
院
時
既
～
代
１
１
１
…
一
片
０
川
な
ど
は
ｙ

対
す
る
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
厚
生
省
は
、
「
高
齢
化
社
会

の
到
采
と
と
も
に
医
療
費
も
増
大
し

て
お
り
、
低
成
長
下
で
医
旅
費
皿
掲

に
耐
え
ら
れ
る
か
の
将
来
見
通
し
の

検
討
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
需
給
両

面
か
ら
医
療
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て

対
応
を
検
討
し
て
い
く
た
め
に
設
置

し
た
」
と
述
べ
ま
し
呉
ま
た
、
検

討
頂
門
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

　

「
当
面
他
力
に
推
進
す
る
」
事
項
に

つ
い
て
は
年
度
内
に
、
・
。
検
討
を
急

ぎ
速
や
か
に
実
施
に
侈
す
」
ｊ
項
は
・

火
Ｉ
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
で

検
討
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
勺

　

ま
た
、
全
患
連
代
表
が
医
療
費
抑

制
に
よ
り
患
者
負
細
強
化
、
受
診
抑

例
と
な
る
の
は
反
対
で
あ
る
と
の
要

求
に
、
一
財
政
㈲
で
の
み
『
適
正
化
し

を
考
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
』
と
述

べ
ま
し
た
。
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患
者
の
生
活
と
処
遇
の
実
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③
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２

全
患
連
第
八
回
大
会
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交
流
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場
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は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
守
る
連
絡
会

　
　

患
者
・
家
族
集
会
実
行
委
推
進
協

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の

　

障
害
年
金
改
正
を
す
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め
る
会
代
表
者
会
議
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公
費
医
療
制
度

川
、
都
道
府
県
、
心
町
村
な
ど
が
医
療
四
の
全
額
あ
る
い
は
．
郎

『
を
仙
担
す
る
制
雌
で
、
生
活
保
汚
法
に
も
と
づ
く
氏
簾
扶
間
、
児
童

核
予
防
法
、
ら
い
予
防
法
、
作
病
予
防
法
．
伝
染
病
予
防
法
、
精
神

命
生
法
、
麻
薬
収
締
法
、
優
．
Ｉ
保
臨
法
、
幟
傷
同
Ｉ
特
別
援
康
法
、

…
‐
゛
事
業
（
難
病
）
の
よ
う
に
予
樟
借
沢
に
よ
る
も
の
か
あ
る
。
ま
ぺ

ら
難
痩
身
呻
に
、
地
方
自
冶
体
独
自
の
公
費
制
度
も
あ
る
。
・
政
府
は

臣
爆
．
Ｋ
原
ぴ
な
じ
Ｉ
俵
に
も
久
子
も
の
と
、
特
定
疾
心
沿
療
・
叫
究
一

＼
　
Ｍ
Ｕ
費
抑
例
の
一
肩
と
し
て
、
結
核
．
精
呻
へ
の
公
費
医
療
を
手
は

八
じ
め
と
し
て
制
・
ぼ
の
改
．
心
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
．

ひ
と
く
ち
辞
典

一
一
・
・
・
Ｅ
”
・
、
‘
’
．
”
’
一
一
‘
・
’
・
・
・
“
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実
撃
考

唯
合
、
医
療
従
小
者
の
六
川
化
を

勧
告
し
、
厚
生
省
が
そ
れ
に
応
じ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
調

斉
を
み
た
だ
け
で
も
そ
の
無
・
謀
さ

が
指
摘
で
き
ま
す
。

　

ズ
院
回
数
”
に
つ
い
て
は
二

つ
の
側
面
か
ら
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
病
気
が
冶
り
に
く
い
と

い
う
こ
と
と
、
二
つ
に
は
経
済
的

側
㈲
が
が
ら
ん
で
少
し
よ
く
な
る

と
退
院
し
、
ま
た
悪
化
し
て
入
院

と
い
う
繰
り
・
返
し
で
す
。

　

従
っ
て
、
医
療
保
障
・
生
活
保

呻
の
充
実
は
切
実
で
す
。
つ
ま
り

女
心
し
て
入
院
で
き
る
医
原
保
障

こ
そ
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

。
回
診
の
回
数
”
は
古
く
て
新

し
い
問
題
で
す
。
巷
間
い
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
。
待
ち
峙
間
三
時

間
診
療
三
分
”
は
入
院
中
と
い
え

ど
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
衣

の
よ
う
に
毎
日
の
回
診
は
わ
ず
か

に
二
六
一
八
％
、
月
に
て
二
回

と
い
う
の
は
六
・
五
人
に
一
人
も

い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
の
医
療
の

入院中の病院の種類

　　　　　　　

(310人中)

　　　　　

－

入院回数

無回答

不明

14.5%

その他

　

1.3%

38.4%

17.7%

私立大学

　

2.3%-

一
つ
の
側
面
で
す
。

　

。
診
療
時
間
”
も
五
分
以
内
が

四
六
一
一
％
で
す
。

　

医
師
過
剰
時
代
来
る
、
と
い
っ

で
も
ま
だ
ま
だ
相
対
的
に
は
医
師

不
足
の
現
わ
れ
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
（
文
責
・
お
さ
ひ
ろ
し
、
小

林
孟
史
）

1%

立

o％･

国

39

　　　　　　　

その他の

(310人中）公

　

立

戸

　　　　　　　

都道府県

　　　　　　　

市町村立

ｊ ９．咋

6.8%

4.5%

4.2%

　

5.5%

3.5%

,2S

］9.0%

回

　

回
回

　

回
回

　

回
回

　

回

｜

２

　

３

　

４
５

　

６
７

　

８

卜.411.･:r.人･？はゼロ

9回以上

栞悶．

回診回数平均回診時間

(310人中)(310人中)

：毎日

:26.8%

無回答

不明

回／

５分以内

:46.1%:

無回答

不明

11.6%

20分以上

　

4.5% ―

15分～20分

　

1.9% ―

／４～５日

4.2%

１／２週-y

/10日１％

１回

｜回

七
・
七
人
に
一
人
が
病
人

と
い
わ
れ
る
中
で
＝

　

連
載
第
一
回
目
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
よ
う
に
、
⑥
入
院
中
の
病

院
の
種
類
（
民
間
か
国
立
か
な
ど
）
か
ら
Ｉ
の
薬
に
よ
る
副
作
用
の

有
無
ま
で
は
、
【
入
院
中
の
患
者
の
み
対
象
】
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
⑥
入
院
し
て

い
る
病
院
、
⑤
入
院
時
の
回
診
、

㈲
回
診
の
回
数
、
⑩
川
‐
珍
の
平
均

時
間
の
四
項
目
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

　
　

ズ
院
中
の
病
院
し
に
は
、
日

本
は
諸
外
国
に
比
べ
て
民
間
の
医

療
機
関
よ
り
国
公
穴
の
医
療
機
関

の
ほ
う
が
少
な
い
の
で
す
が
、
し

か
し
調
査
で
は
五
二
％
の
人
が
国

公
立
に
人
院
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
技
術
、
経
費
の
㈲
で
長

期
慢
性
疾
思
の
信
頼
が
相
対
的
に

国
公
か
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ら

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
「
臨
時
行
政

調
査
会
」
が
国
立
医
雄
機
関
の
続
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全患連第８回定期大会ひらく

全
患
者
の
パ
ワ
ー
を
結
集

　
　
　

羽
年
度
運
動
方
針
決
め
る

　

ト
ー
月
三
日
、
全
患
迪
（
加
盟
八
団
体
・
会
員
数

尺
万
七
千
人
）
は
、
第
八
回
定
期
大
余
を
東
京
・
新

宿
蔚
協
会
館
で
ひ
ら
き
ま
し
ぺ
。
心
者
・
節
宍
者

い
じ
め
の
「
行
革
」
に
反
対
し
、
医
燎
・
福
祉
の
充

実
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ

う
乙

　

大
会
は
、
医
療
団
体
連
絡
会
廠
の

代
表
と
し
て
‐
本
医
労
協
の
仲
恭
男

は
圓
盟
団
体
の
代
衣
六
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

臨
調
基
本
答
申
に
そ
っ
て
政
府
は
、
福
祉
切
捨
て
・

医
療
費
抑
制
の
ぢ
針
を
い
っ
そ
う
強
め
っ
つ
あ
り
ま

す
。
憲
法
で
保
呻
さ
れ
た
権
利
と
し
て
の
医
療
確
立

を
め
ざ
し
、
大
会
は
八
三
年
度
の
逆
動
方
針
な
ど
全

議
ｙ
を
満
陽
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

事
務
局
長
と
日
木
共
産
党
中
央
委
員

会
の
Ｉ
田
さ
や
か
鳥
齢
占
・
障
害
所

大会は医療制度大改悪の動きに反対する決議も採択

対
策
委
［
に
長
を
来
賓
に
迎
え
て
、
儀

弔
を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、
名
数

の
糾
出
・
イ
ブ

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
田
代
表
幹
事
（
全
腎
協
会
長
）

は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
。
全
患
連
は

昭
和
五
ト
年
代
の
冪
明
け
に
琵
足
、

医
療
や
社
会
保
障
の
拡
充
へ
向
け
て

加
凶
各
ば
休
が
力
を
蒔
わ
せ
、
迎
・
勣

を
つ
み
重
ね
、
い
こ
つ
か
の
成
果
を

あ
げ
て
き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
と
こ
ろ
が
今
、
臨
調
答

申
の
名
の
も
と
に
政
府
が
進
め
つ
つ

あ
る
『
行
政
改
革
』
は
、
戦
後
き
ず

い
て
き
た
医
療
・
福
祉
の
考
え
方
を

踏
み
に
し
ろ
も
の
で
あ
り
、
憲
法
違

反
と
さ
え
。
言
え
る
と
思
う
。
歴
史
の

逆
流
を
阻
止
す
る
た
め
、
患
者
・
障

害
者
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し
よ
う
。
ひ

と
つ
の
患
者
団
体
の
力
で
は
越
え
ら

れ
な
い
障
壁
を
、
み
ん
な
で
打
ち
破

ろ
う
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
議
Ｊ
に
入
り
ま
し
陽

一
九
八
二
年
度
活
動
報
告
を
小
林
が

務
局
長
が
、
同
会
計
報
告
を
落
合
財

政
部
長
が
報
告
。
会
計
監
査
結
果
を

山
口
監
査
委
】
回
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

し
、
質
疑
応
答
の
あ
と
、
こ
れ
ら
の

諸
報
ｔ
『
‥
を
尚
嚇
一
致
で
承
認
し
ま
し

Ｉ

　

牛
後
は
、
一
九
八
三
Ｉ
厦
運
・
動
方

針
に
つ
い
て
、
古
川
事
務
局
次
長
の

提
ｙ
説
明
を
う
け
た
あ
と
、
質
疑
・

・
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
古
川
事

務
回
次
回
は
、
運
動
ぢ
針
案
作
成
後

の
政
治
情
勢
な
ど
を
迫
加
報
貨
そ

の
な
か
で
、
患
看
や
障
害
苔
、
国
民

生
晒
に
妬
み
”
を
押
し
つ
け
、
甲

事
費
な
ど
を
優
先
す
る
臨
調
跡
線
の

小
当
性
、
反
国
氏
性
を
情
勢
に
も
と

づ
い
て
瞰
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

厚
生
『
が
ト
川
　
　
‐
に
設
置
し
た

　

‥
国
民
医
療
費
適
止
化
総
合
対
策
推

進
本
部
』
が
、
医
原
詩
を
抑
制
す
る

た
め
、
一
切
の
無
駄
を
排
除
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
の
医
療
従
事
者
の
配
置

心
岸
を
え
直
す
②
厠
設
の
統
廃
へ
1
1
1
・

一
部
業
務
の
民
間
委
託
③
食
湛
代
の

患
者
負
担
な
ど
を
検
討
課
題
に
し
て

い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
力
針
案
討
議
で
は
活
発
な
意

見
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

　

の
保
健
・
予
防
・
治
療
・
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
総
合
的
な
咎
人
保
健
小
業
の

実
現
②
地
方
自
冶
体
の
了
乗
せ
福

舛
へ
の
政
府
の
干
渉
反
対
③
国
立

医
療
機
関
の
統
廃
合
、
現
場
吏
務
の

に
間
委
託
に
反
対
－
な
ど
の
ほ
か
た

く
さ
ん
の
意
ほ
が
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
以
も
ふ
く
め
て
、
統

。
要
求
や
運
動
の
す
す
め
方
等
を
満

希
一
致
で
承
認
し
ま
し
侃
予
算
案
、

新
年
度
役
具
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会

亘
。
・
［
を
決
定
し
、
さ
ら
に
「
医
療
制

度
大
改
思
の
血
き
に
。
友
対
す
る
特
川

決
酒
を
人
き
な
拍
尹
で
採
外
勁

に
数
約
六
万
人
に
発
展
し
た
第
八
㈲

人
会
を
終
了
し
ま
し
桝

　

【
ご
来
賓
】
豊
田
さ
や
か
（
口

本
共
産
党
中
央
委
員
会
高
齢
者
・
障

害
所
対
策
委
‥
ロ
良
）
、
仲
昌
男
（
ロ

本
医
労
臨
丿
務
局
侵
）

　

【
祝
電
】
公
明
党
岡
民
迎
動
本

部
、
民
社
党
委
員
長
佐
々
木
良
作
、

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
、
障
害

者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
連
絡

協
謡
会
、
福
烏
県
難
病
連
、
全
国
保

険
医
団
体
迪
鳶
会
、
全
口
本
民
主
医

嬢
機
関
世
八
呂
、
生
協
医
療
部
余
、

新
日
本
仄
師
協
会
、
衆
廠
院
議
に
・

京
作
恵
美

　

［
メ
ッ
セ
ー
ジ
］
北
海
道
難
病

連
、
京
都
難
病
迪

　

［
ご
寄
付
］
傑
団
連
＝
一
万
円
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一
九
八
三
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
患
者
・
障
害
者
い
じ
め
の
「
行
革
」
に
反
対
し
、
医
療
・
福
祉
の
拡
充
を
め
さ
す
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主

　
　

義
を
守
ろ
う

二
、
障
害
者
の
「
全
面
参
加
と
平
等
」
を
保
障
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
改
正
を
実
現
さ
せ
よ
う

三
、
年
金
、
生
活
保
護
の
引
き
締
め
に
反
対
し
、
愚
者
・
障
害
者
の
生
活
を
改
善
さ
せ
よ
う

四
、
患
者
運
動
の
全
国
的
な
結
集
を
め
ざ
そ
う

　

政
府
は
い
ま
、
第
二
臨
調
の
答
申

を
受
け
て
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な

ど
国
民
の
生
活
を
犠
牲
と
す
る
コ
付

革
」
な
る
も
の
を
す
す
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
】
連
の
動
き
の
申
で
、
と
り

わ
け
私
た
ち
が
黙
視
で
き
な
い
の

は
、
『
医
療
幽
抑
制
』
の
名
の
も
と

に
患
者
の
受
診
の
機
会
を
奪
い
、
愚

乙
負
批
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
制
度

の
大
改
悪
が
す
す

め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

厚
生
省
は
す
で

に
十
月
一
］
か
ら

医
療
費
抑
制
の
た

め
の
「
推
進
本
部
」

を
発
足
さ
せ
た

が
、
報
道
に
よ
れ

ば
、
大
蔵
省
は
現

行
の
医
療
費
支
払

い
方
式
で
あ
る
現

物
給
付
を
現
金
償
還
制
に
す
る
こ
と

を
倹
討
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
、

入
院
時
の
食
事
代
を
保
険
綸
付
の
対

象
か
ら
は
ず
し
、
患
者
負
担
と
す
る

こ
と
も
検
討
中
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
臨
調
答
申
に
応
え
て
、

「
医
療
従
事
酋
配
置
幕
準
の
え
直
し
」

と
し
て
医
師
、
看
護
婦
を
削
減
し
た

り
、
国
立
医
療
磯
闘
の
統
廃
合
や
、

一
部
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
医
療
の

質
を
低
Ｆ
さ
せ
る
改
悪
も
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
法
の
成
立
を
テ

コ
】
と
し
て
、
地
方
自
冶
体
の
単
独
ぶ

粟
を
も
抑
制
し
、
公
心
医
療
制
度
の

改
悪
も
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
制
度
、
医

療
訓
度
の
改
思
は
、
心
折
か
ら
医
雄

を
々
け
る
機
会
を
町
い
、
仄
療
の
質

　
　
　
　
　
　
　

を
低
ト
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
私
た

ち
は
、
断
固
と
し

て
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
政

府
に
対
し
、
医
療

鈎
現
金
鴎
還
払
い

の
導
入
、
患
者
負

担
の
強
化
、
医
療

従
事
者
の
削
減
、

公
資
医
療
制
度
の

改
悪
、
ぶ
立
医
療

機
関
の
統
廃
合
な
ど
、
医
療
制
度
の

改
悪
計
画
を
直
ち
に
や
め
る
と
と
も

に
、
患
１
　
が
安
心
し
て
治
療
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
体

制
を
Ｉ
・
眉
拡
充
す
る
こ
と
を
強
く
要

求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

一
九
八
二
年
１
　
。
月
三
日

　
　

令
国
思
者
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　

第
八
回
定
期
大
会
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会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
八
一
年
ト
月
一
日
か
ら
一
九

八
二
年
九
月
三
十
口
ま
で
の
一
九
八

二
年
度
全
患
連
会
計
に
つ
い
て
、
関

係
諸
帳
簿
、
伝
票
、
証
ひ
よ
う
類
に

も
と
づ
い
て
厳
正
な
監
査
を
行
な
っ

た
結
果
、
妥
当
か
つ
正
限
に
執
行
、

処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま

す
。

198I't-l叫１卜

1982>r-9 fI30日

1'｢

至

1 Q82年１２月１日　かんじゃと医療

　　　　　

1 982年度会計収支報告書

（５）

一
九
八
二
年
ト
月
二
十
六
日

会
計
監
査
委
員

全
国
賢
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

山
田

　

　
1
1

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
座

リ

-
30）

新
城
代
行
堀
崎
一
雄
⑩

９

科　　目 f･算 実績 比 同　　　　　考

収

入

の

部

分　担　金

機関誌購読料

程集寄付金

雑　収　人

　　　円

1,129,830

1.370,000

　100,000

　　10.000

　　　円

1,122,000

1、180,970

　50,760

　　6.443

　％

99.3

86.2

50.8

64.4

内訳別項

内訳別項

７件

受取利息ほか

小　　　計

肋間緑越金

2.609,830

　131,628

2.360.173

　131,628

90.4

俘　　　，ﾛ 2.741,458 2,491.800 90.9

支

出

の

部

大会諸会議

機関,恣発行

印　刷

通信発送

‘j万別,,八消

i'i U fl‘勤

人　件

諸　会

報

？

?･

７

ｙ

‘ａ

'と

'i

‘2

？

　100,000

1.800,000

　100,000

　　60.000

　　56,000

　250,000

　120,000

　20,000

　35,458

　59,176

1.693,485

　37,115

　82,710

　44.685

　99.540

　120.000

　53,600

　　　　0

59.2

94.1

37､1

137.9

79.8

39.8

100.0

268.0

　0.0

|,随]大会、|,I削学習交流会、幹･μ会、り鴎局公議ぽか

68り;-~-8is/、印刷、送料、原損料、゛り:総代

｀コピー、フアノクス、年賀状

電活代(yl剥迄＝2､500×12)、司手代、電報代

'外務所費(七賢協＝3,000×ぽ、事郎II品

幹･j｀,公／仔務図会,胤各稲行動

アルバイj･代(10,000×12)

国際障吉古年日本推進協議会，障害年金改正を于すめる会

小　　　，,|

斤　同　費

次期繰越金

2.541,458

　200,000

　　　－

2.190.311

　　　　0

　301､490

86.2

今　　　計 2.741,458 2.491,801 90.9

831 983年度予算（自’82.10.1～1･

Fﾄ　　目 戸詐鎖 iiiii　　　考

収

入

の

部

分　抑　公

機関,志購読桐

ｇ兪寄り分

帷　収　人

1.172,000

1,320,000

　50,000

　20,000

内,沢別項

l,000部×1,320円

受取手|」心,、「こ告料

-　一一一一　--

一一　一一‥－　一一　-

小　　　.n

而闘噪越公

一一一　　-一一

俘　　　，,|

2.562,000

　301,490
　＿

2､863,490

-

支

出

の

,仙

一一一一一

犬公諸公議

概関認定u

|.[J　印|

通咄宛邑

‘1･，務り諸

役以行動

八　f1

諸　会

厭．

‘?

ｙ

？

？

？

？

？

？

？

一一　－－

　　1 no,000

　1,574､000

　　100,000

　　150,000

　　140,000

　　250,000

　　180,000

　　63､600

　　15,890

一一一一一　一一　一一一一一

　大分，学･I回交流公等の穴場費、その胞

　82-93^-1'囲|』費、陽料｢g田浦μ･

　コピー、フアノクス、その庖

　電話(全｣川烏夕3,000)、切ｒ、機関誌送料

　･11務所費(貨I副島･卵･10,000)、Iﾄﾞ務用品

　幹浙公、･b務同会議、その氾

　アフレハ｀イト氏(全腎協・月額15,000円Ｊ

　]耶陽Ｈ奉根底剔に吉年令政j｣ﾓをすすめる公

小　　　計

j｀　備　費

大胡繰越分

2.573,490

　290,000

　　　　－

rt　　　，μ 2,863.490

一
九

八

二
年
度
役
員

代
表
幹
事

　

長

　

宏

　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
忠
同
盟
）

事
務
局
長

　

小
林
孟
史

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
野
協
）

事
務
局
次
長
梅
崎
園
子

（
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
）

事
務
局
次
長
中
野
佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
交
災
）

　

同

　
　

古
川
圭
助

　
　
　
　
　
　
　
　

目
患
同
盟
）

財
政
部
長

　

落
合
・
希
７
　

（
全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
）

幹
事

　

上
田

　

昭

　
　
　
　
　
　
　

（
全
腎
協
）

同

　
　
　

岡
本

　

洋

　
　
　
　
　
　
　

（
全
患
協
）

同

　
　
　

末
永
稔
雄

　
　
　
　
　
　
　

（
全
有
協
）

同

　
　
　

辻
川
寿
之

　
　
　
　
　
　
　

（
全
交
災
）

向同同

　

同

･
.
.

-
.
＼
v
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
.
.
.

*
.

　
　
　

閣
内
μ
士
誰

　
　
　
　
　
　

（
全
有
協
）

山
ｍ

茫y前
田

監
査
委
r
!
Ｔ

　

石
川

同

義
信

（
急
１
　
　
協
）

　

正
国

元
原
会
）

　

幸
男

（
互
療
会
）

　

勇
占

（
全
腎
協
）

根
来
四
郎

　
　

（
互
療
会
）
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サ
ヨ
ナ
ラ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
追
及

　
　
　

中
央
大
行
動
に
5
1
団
体

　

企
患
辿
も
加
閣
し
て
い
る
「
は
り
、

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
守
る
連
絡

会
」
の
１
１
・
1
9
巾
央
大
行
動
は
全
岡

労
災
職
業
病
対
策
実
行
委
員
会
を
貞

任
団
体
に
各
県
代
表
団
約
五
十
人
が

参
加
。
労
働
省
四
〇
一
Ａ
会
議
室
で
、

労
働
竹
と
交
渉
し
ま
し
た
。

　

臨
調
一
行
革
路
線
の
先
取
り
で
労

災
の
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
″
サ
～
ン

を
９
ｊ

し
て
、
労
災
被
災
各
の
綸
付
そ
の
も

の
ま
で
打
ち
切
ろ
う
と
す
る
労
働
省

の
い
わ
ゆ
る
ぜ
コ
ナ
ラ
、
サ
ー
ビ

み
を
す
る
ど
く
追
岐
し
ま
し
た
。

は
り
、
き
ゅ
う
の
治
療
効
囃
に
つ
い

て
は
、
被
災
芯
か
ら
話
を
聞
く
こ
と

で
、
職
場
（
会
社
）
復
帰
訓
練
門
顕

渾動の

と
併
せ
て
、
次
回
に
継
続
交
渉
と
な

り
ま
し
た
。
厚
生
省
交
渉
は
、
全
国

視
力
障
害
者
協
議
会
が
中
心
に
な
り

約
三
十
人
の
代
表
団
が
、
二
時
間
に

渉
っ
て
、
医
務
局
・
保
険
局
・
社
会

局
と
、
応
接
室
で
交
渉
し
ま
し
た
。

こ
の
交
渉
に
は
、
全
患
連
か
ら
小
林

小
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
交
渉
ご
参
加
で
き
ず
、

待
機
し
な
が
ら
交
渉
団
を
激
励
し
て｜

り・きゅう
る連絡会
は
守

き
た
代
表
団
を
合
め
て
、
午
後
か
ら

は
五
十
一
団
随
百
三
十
人
が
参
加

し
て
、
青
山
学
院
大
学
青
学
会
館
で

総
括
集
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
午
前

中
の
交
渉
経
過
報
告
と
各
地
方
で
の

闘
争
を
交
流
し
、
第
二
次
署
名
、
二

万
一
ず
余
名
分
を
さ
ら
に
大
き
く
し

回
る
第
三
次
の
中
央
行
動
の
取
糾
み

を
続
け
る
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
て

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

はり・きゅう・マッサージを守る連絡会
の厚生省交渉、11月19日

患者集会実行･

lを再編し

年内発足を

　

二
年
半
近
く
も
活
動
を
床
止
し
て

い
た
「
全
国
患
者
家
族
集
会
実
行
委

員
会
」
が
、
十
一
月
一
半
三
日
、
東

京
・
品
川
区
の
「
全
社
連
会
館
」
で
第

九
回
実
行
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
実
行
委
〔
会
は
、
昭
和
五
十

三
年
四
月
に
令
国
の
患
酉
・
家
族
団

体
が
結
集
し
て
ぶ
た
か
な
医
直
と

福
祉
を
め
ざ
号
ア
と
八
百
人
近
い

参
加
者
の
も
と
で
、
患
者
運
動
史
上

画
期
的
と
い
わ
れ
た
全
国
集
会
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
が
、
集
会
後
は
国
会

請
願
、
厚
生
省
要
請
な
ど
の
洒
動
を

行
な
っ
た
ほ
か
は
、
事
実
上
そ
の
活

動
を
休
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
第
二
臨
調
各
巾
に
も
と

ブ
ヘ
社
会
保
障
へ
の
抑
制
方
針
が
強

ま
る
状
況
の
も
と
で
、
実
行
委
員
会

生
活
と
権
利
守
ろ
う

　

圭
丿
国
民
会
議
犯

　

ぷ
ｓ
の
根
運
動
を
つ
よ
め
、
障
占

者
の
生
活
、
権
利
を
守
り
ぬ
き
ま
し

ょ
う
”
と
、
国
際
障
告
若
年
日
本
推

進
協
謡
会
主
催
の
「
国
民
会
議
ぶ
Ｉ

長
明
行
動
計
画
推
進
全
国
代
表
者
会

議
」
が
十
一
月
ニ
ト
七
日
か
ら
～
口

問
、
恵
示
・
文
京
区
の
後
楽
園
会
館

で
ひ
ら
か
れ
ま
し
ぺ

　

こ
の
会
廠
は
、
推
進
協
が
昨
Ｉ
東

宝
し
た
。
障
害
者
の
完
全
参
・
加
と
平

｀
ｙ
実
現
の
た
め
の
長
期
行
動
計
両

を
も
っ
て
。
国
や
池
四
方
自
冶
体
の
政

策
決
定
に
関
与
で
き
る
力
量
を
備
え

る
た
め
に
”
を
目
的
と
し
て
ひ
ら
い

た
も
の
で
す
。

　

中
曽
根
内
閣
が
発
足
し
、
臨
同
行

革
」
の
名
の
も
と
に
福
祉
切
り
捨
て

か
か
っ
て
な
く
つ
よ
ま
る
と
み
ら
れ

て
い
る
だ
け
に
、
ｎ
七
‥
若
や
関
係
と

の
危
機
感
が
っ
よ
く
訴
え
ら
れ
る
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
加
盟
団
体
の
代
表
約

を
再
開
し
、
早
急
に
何
ら
か
の
全
国

的
な
行
動
を
提
起
す
べ
き
で
あ
る
と

の
声
が
強
ま
り
、
急
拠
開
か
れ
た
も

の
で
す
。

　

公
議
に
は
ト
四
団
体
十
八
人
の
代

衣
が
参
加
し
、
中
央
、
各
地
域
の
医

療
、
福
祉
の
状
況
を
交
流
し
た
匡

今
後
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
の
厳
し
い
状

況
の
も
と
で
何
ら
か
の
行
動
を
起
す

こ
と
②
実
行
委
員
会
は
そ
の
行
動
の

基
礎
に
な
る
機
能
を
失
っ
て
い
る
の

で
新
細
織
に
よ
り
唯
備
を
す
す
め
る

こ
と
の
新
糾
織
は
Ｉ
内
に
発
足
さ
せ

具
体
的
な
行
動
を
準
備
す
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

二
百
人
が
参
加
。
全
患
連
か
ら
は
令

資
叫
全
患
図
、
心
臓
病
の
子
供
を

守
る
今
日
患
同
盟
な
ど
の
代
表
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
氏
絢
へ
の
偏
見
は
閥

の
吉
任
」
１
　
１
透
析
冶
療
が
抑
制
さ
れ

る
」
「
予
算
要
求
貫
廠
の
体
例
を
と

る
べ
声
・
な
ど
、
実
態
の
刊
告
と
提

言
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

会
飛
は
、
さ
い
こ
じ
。
。
討
論
の
ま

と
め
」
を
確
認
し
い
国
民
へ
の
訴
え

も
こ
め
た
「
ｙ
ビ
ー
ル
」
を
採
外

中
兜
、
地
方
で
ね
ば
り
づ
よ
く
運
動

を
つ
よ
め
る
こ
と
を
誓
い
あ
い
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
日
患
同
盟
・
小
林
）
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医
療
の
地
域
格
差
さ
ら
に
拡
大

　

経
済
企
画
庁
は
十
一
月
九
口
、

五
卜
七
年
度
の
国
民
生
活
白
書
を

発
衣
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
医
療

門
題
に
つ
い
て
ふ
れ
た
「
健
康
水

準
の
向
上
と
仄
祭
サ
ー
ビ
ス
」
を

み
る
と
、
平
均
方
命
、
乳
児
死
亡

率
、
訂
正
死
亡
率
な
ど
に
み
る
国

民
の
「
健
康

状
態
は
世
界

□
と
し
て

い
ま
す
。

経
企
庁
が
「
国
民
生
活
白
書
」
を
発
表

　

し
か
し
、
病
院
・
病
床
の
地
域

格
差
は
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
・
。

一
般
診
療
所
・
粛
科
診
療
所
は
大

都
市
に
雫
中
し
、
医
師
の
数
も
大

都
市
に
集
中
し
て
地
域
格
差
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
民
の
医
療
施

適
正
化
、
児
童
扶
養
手
当
。
特
別

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直
し
、

保
育
所
、
幼
稚
副
の
助
成
の
あ
り

方
の
検
討
、
医
療
貸
適
正
化
の
推

進
、
医
療
保
険
制
度
の
見
直
し
、

社
会
保
険
事
務
費
の
保
険
料
負
担

な
ど
九
項
目
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

設
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満

足
度
は
、
大
郡
市
と
小
都
市
、
町

村
で
は
大
き
な
差
か
み
ら
れ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
「
満
足
」
と

　

「
不
声
の
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
の

差
を
示
す
「
差
し
引
き
満
足
度
」

で
、
大
都
市
が
二
八
・
一
％
に
対

　
　
　
　
　
　
　

し
、
町
村
で
は

六
一
四
％
と
大

き
な
差
が
で
て

い
ま
す
。

　

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
だ
。

（
吉
本
哲
夫
会
長
）
は
十
一
月
十
四

　

ま
た
会
乱
で
は
、
全
患
協
代
表
よ

日
牛
後
、
東
京
・
豊
島
区
氏
セ
ン
タ

上
じ
各
団
体
代
表
者
会
議
を
ひ
ら
き

ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
全
腎
協
、
全
患
叫

令
有
協
、
企
交
大
呻
全
協
、
全
視

叫
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
、
障

害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
干
菜
県

連
絡
協
議
会
、
日
思
同
盟
の
九
団
体

十
五
名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
１
　
崎
。
」
雄
氏
（
令
患
協
）

を
議
長
に
す
す
め
ら
れ
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
、
鷺
査
報
告
を
承
認
後
、

運
動
方
針
に
つ
い
て
活
発
な
・
討
論
を

お
こ
な
い
①
運
動
の
華
本
②
二
十
七

項
目
の
要
求
③
運
動
の
す
す
め
か
た

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
は
障
害
者
生
活
保
障

問
題
専
門
家
会
議
へ
の
障
害
年
金
改

正
を
す
す
め
る
会
の
提
言
、
予
算

に
つ
い
て
も
確
認
し
、
さ
い
ご
に
役

員
選
出
を
お
こ
な
い
、
会
辰
に
吉
本

哲
夫
（
障
全
協
）
副
会
長
に
前
田
幸

男
（
互
直
会
）
古
川
圭
助
（
日
患
）

事
務
局
長
に
佐
々
木
長
（
日
患
）
、

幹
事
三
名
、
会
計
監
査
二
名
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
社
会
保
険
労
務
士
の

渡
辺
清
氏
を
講
師
に
迎
え
学
習
会
を

ひ
ら
き
、
年
金
の
申
請
に
当
り
留
意

す
べ
き
点
を
中
心
に
、
診
断
書
を
よ

く
点
検
す
る
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま
し

り
「
ハ
ン
セ
ン
氏
病
に
よ
る
知
乱
マ

ヒ
が
障
害
年
金
の
詔
定
基
準
に
具
休

的
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
ぜ
ひ
い

れ
て
ほ
し
い
と
連
動
し
て
い
る
。
す

す
め
る
会
の
統
一
要
求
に
も
含
め
て

ほ
し
い
」
と
の
要
望
か
あ
只
会
と

障害年金改正をすすめる

年金受ける権利明確に

統一要求で運動強化へ

し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

代
表
者
会
議
が
確
認
し
た
運
動
の

基
本
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　

①
障
害
者
と
は
先
天
的
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
身
体
的
又
は
精
神
的

能
力
の
不
全
の
た
め
に
、
通
常
の
個

人
又
は
社
会
生
活
に
１
　
要
な
こ
と
を

確
保
す
る
こ
と
が
、
自
分
自
身
で
は

完
全
に
又
は
部
分
的
に
で
き
な
い
人

の
こ
と
で
あ
る
と
の
国
連
決
議
に
基

く
す
べ
て
の
障
害
者
が
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
て
運
動
を
す
す
め
る
。
②
障
害
者

は
経
済
的
社
会
保
障
を
受
け
、
相
当

の
生
活
水
準
を
保
つ
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
て
運
動
を
す
す
め

る
プ
⑤
普
遍
的
で
次
代
に
ひ
き
つ
ぎ

が
で
き
る
運
動
を
す
す
め
る
。

　

ま
た
、
統
一
要
求
は
①
障
害
Ｉ
金

の
Ｉ
金
額
は
、
生
活
で
き
る
額
に
引

き
ヒ
げ
て
下
さ
い
②
国
民
年
金
障
害

福
祉
年
金
は
、
拠
出
年
金
と
同
額
と

し
て
下
さ
い
⑤
国
民
年
金
に
三
級
を

つ
く
っ
て
下
さ
い
④
二
十
歳
前
ま
た

は
制
度
発
足
前
の
障
害
者
に
対
し
、

国
民
年
余
に
加
入
し
拠
出
要
件
を
満

た
し
た
と
き
に
は
、
障
害
年
金
を
支

玲
し
て
下
さ
い
⑤
人
口
肛
門
、
ベ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
使
用
等
は
、
国
民
年
金

の
二
級
該
当
に
し
て
下
さ
い
⑥
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
カ
ラ
期
間
中
の

障
害
者
に
は
、
障
害
福
祉
年
金
を
支

給
し
て
下
さ
い
⑦
障
害
手
当
金
を
受

け
た
も
の
が
、
そ
の
後
障
害
等
級
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

障
害
年
金
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
Ｉ
な
ど
二
十
七
項
目
で
、

診
断
書
料
金
は
各
種
年
金
で
。
老
齢

年
金
に
対
す
る
課
税
の
廃
止
な
ど
も

ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
蔵
大
臣

の
諮
門
機
関

で
あ
る
財
政

制
度
審
議
会

の
第
一
特
別
部
会
は
十
一
月
二

口
、
臨
調
答
申
を
受
け
て
五
十
八

年
度
予
算
に
向
け
て
の
三
十
二
項

目
に
ち
よ
ぶ
「
歳
出
削
減
・
抑
制
の

検
討
項
目
リ
ス
ト
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
の
う
ち
社
会

保
障
関
係
費
で
は
、
生
活
保
護
の

結
核
「
公
費
」
を
保
険
優
先
へ

　

こ
れ
ら
の
う

ち
医
療
費
適
正

化
の
項
で
は
、

医
療
機
閔
へ
の

指
導
・
監
査
の
強
化
、
老
人
病
院

等
施
設
の
合
理
化
、
体
系
化
、
医

療
費
支
払
方
式
の
に
直
し
な
ど
を

あ
げ
、
医
療
保
険
制
度
の
見
直
し

で
は
、
入
院
食
費
自
己
負
担
、
結

核
、
精
神
等
公
頁
負
担
医
療
の
保

険
優
先
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

財
政
制
度
審
・
’
。
一
項
目
の
歳
出
削
減
検
討
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代々木詞院内

療
例
度
改
ガ
の
動
き
が
・
。
医
療
費
適

。
正
化
」
の
名
を
か
り
て
強
め
ら
れ
て

い
ま
す
▽
口
本
ヶ
ミ
ス
ム
ガ
柵
・

反
仕
会
的
犯
叩
も
、
徹
匠
的
に
糾
川

さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
Ｖ
患
者
・
障

実
者
・
令
国
民
の
生
き
る
戌
利
を
ふ

み
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
、
す
べ
て
の
企

ら
み
を
雰
さ
な
い
怒
り
の
炎
を
／

ん

皿
巾
曽
根
。
伯
州
ｙ
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
▽
医

が
、

図
書
館
協
会
指
定

Ｉ
‘
．
Ｉ
Ｊ
ｒ
１
．
‐
に
‘
り

‐
’
ｆ
―
ｑ
Ｌ
打
Ｍ
．
び

▽
わ
た
し
た
九
心
所
に

寒
さ
が
肌
口
に
し
み
る

冬
を
追
え
ま
し
た
Ｖ
改

じ や と 医 療 １

９８２年１２月１日

　

今
年
２
月
の
あ
る
日
、
以
前
私
か

有
機
溶
剤
中
毒
症
哺
償
開
顕
で
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
武
三
地
区
労
か
ら

寓
話
が
め
つ
特

　

そ
の
電
話
の
内
容
は
、
「
ど
の
会

仕
（
三
鷹
市
に
あ
る
帝
国
イ
し
・
牛
製

造
㈱
二
鷹
工
場
）
で
、
同
明
に
・
入
陸

し
か
川
烏
正
弘
氏
が
昭
和
5
5
－
1
0
月

に
印
刷
イ
ン
キ
を
練
る
ロ
ー
ル
を
扁

除
中
に
Ｉ
場
昂
Ｉ
れ
て
、
ロ
ー
ル

か
ら
ブ
し
牛
を
か
き
収
る
幽
で
石
肢

内
側
を
裂
傷
す
る
労
災
ぷ
故
に
防
災

し
、
治
療
を
続
け
て
き
た
が
今
Ｉ
に

な
っ
て
症
状
間
定
に
近
い
と
医
師
か

ら
言
わ
れ
た
の
で
職
希
復
帰
を
申
し

山
た
が
、
会
匠
に
受
け
入
れ
を
拒
否

さ
れ
て
、
地
区
労
に
相
談
に
き
て
い

る
し
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

さ
っ
そ
こ
私
も
武
三
地
区
労
事
務

所
に
出
回
い
て
事
情
を
詳
細
に
聞
く

と
同
時
に
、
会
社
に
対
し
て
団
体
交

渉
・
申
し
入
れ
潜
や
会
吐
の
事
故
の
肖

任
、
田
金
㈲
や
仕
事
ト
の
傑
証
、
さ

ら
に
は
女
全
対
策
等
に
関
す
る
要
求

｛
を
泄
備
し
、
２
月
1
0
日
隠
出
し
ま

し
た
。

　

以
後
、
武
三
地
区
労
の
役
］
貝
の
方

々
の
ご
指
導
の
下
で
、
川
島
氏
と
私

で
出
来
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
確
認
し

て
、
団
体
交
渉
、
事
務
接
渉
を
や
る

な
か
で
、
一
方
で
は
従
業
員
に
対
す

る
門
前
ビ
ラ
、
地
域
ビ
つ
等
の
宣
伝

晒
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
て
安
令
対
策
の
強

化
、
柚
竃
規
川
の
不
備
、
企
業
内
労

災
哺
Ｍ
婉
定
の
作
成
Ｉ
を
指
摘
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
1
0
‐
2
8
日
に
～
う
や
こ

謡
し
合
い
が
ま
と
ま
り
、
川
・
に
労
災

事
故
に
対
す
る
補
償
（
退
職
）
一
千

百
万
円
、
就
業
規
則
の
整
備
と
企
業

内
労
災
補
償
規
定
を
作
成
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
１
１
月
８
口
に
協
定
書
に

調
印
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
事
件
を
通
し
て
、
安

介
対
策
の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
就
業

規
則
や
企
業
内
労
災
補
償
規
定
な
ど

も
労
働
災
占
・
職
業
病
の
発
生
を
多

少
な
り
と
も
防
止
で
き
る
側
㈲
を
も

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

m- ４４ぶ づi;l;ii●
－一手のない子らとともに一一一一-

全
有
協

岩
橋

利
美

８

労
災
補
償
問
題
を
闘
っ
て

山崎寿美子著

　

上製B6

　

240頁

　

定価

　

1,400円

　

送料

　　

300円
0095-998108-7427

●すいせんのことば

　

日本では人間の奇形は不幸の目じるしで、子と･もの

　

で育てたのがこの記録です、子育ての中の悩みや苦し

人権問題は不毛でした。今年は国際障害者年です是

　

みを追及して、薬害の恐ろしさに対する怒りに昇華さ

非社会から偏見をとり除きたいと思います山崎夫妻

　

せ､障害児者運動へと結合させたすばらしいこの本は、

は、私の尊敬する知人です偶々出逢った手のない守

　

きっと子と浦の人権とは何かを、私たちに教えてくれ

ちゃんという赤ちゃんを養子にして、鑓しみない愛情

　

るでしょう｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

陣害者の生;舌と雇利を守る全国迪略協議会会長矢島せい子

　　　　　

発行・ひまわり出版株式会社・'o4東台９央器で宍尹言昌
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